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 アズレンでは、その分極構造のために 1,3 位で求電子置換反応が進行する。また、求核付加反

応が 4,6,8 位で起こるが、4,8 位での付加が 6 位を優先する。このようにアズレンの反応部位は

非常に限られており、このことが置換アズレンの合成を困難にして来た。しかし、近年、当研究

室では、リチオ化やボリル化を用いてアズレンの反応不活性部位に置換基を直接導入する方法を

見い出している。本発表では、アズレン誘導体の効率的な変換反応について報告する。 
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